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ICTの活用による漁業支援システムの開発

背 景

成 果

期待される効果

（協力機関：稚内機船漁業協同組合）

公募型研究等

底びき網漁業を持続させるため、操業の効率化と資源の持続的利用
に貢献するシステム開発が求められている。

１ 操業情報のデジタル化と見える化 ３ 詳細な操業情報を資源評価に活用

操業情報が
リアルタイム
で閲覧可能 操業対象魚種や海域の決定を支援

クラウドサーバ各船の操業データ

集計・出力する
システム開発

２ 自主管理を見える化

操業状況を
見える化

操業情報の活用で適切な資源量指標値を推定

自主的資源管理
対象種

・スケトウダラ
・イカナゴ
・ホッケ

スケトウダラ自主管理ページ
TAC（漁獲可能量）消化状況

資源の管理状況を把握

時間帯別のCPUE（宗谷海峡2017年10月）

夜間はホッケの一網あたり
漁獲量（CPUE)が大きい

昼操業増加によるホッケ資源の過小評価に対応

資
源

量
指

標
値

洋上でタブレット端末に操業データを入力

操業の効率化と資源評価の精度向上の両立により、底びき網漁業の持続と資源の持続
的利用が図られる。
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問い合わせ：稚内水産試験場 電話：0162-32-7177 (代表)

洋上から送信

管理状況を
見える化

漁区
漁獲場所
魚種
数量
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